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▲本間 政一 前糸魚川市副市長▲岡村　均 糸魚川地域振興局長

来
賓
祝
辞

第
五
回
能
生
商
工
会
の
通
常
総

会
が
五
月
十
日（
金
）午
後
三
時
よ

り
能
生
商
工
会
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
一
号
議
案
】

平
成
二
十
四
年
度
収
支
更
正
予

算
書（
案
）承
認
の
件

【
第
二
号
議
案
】

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書

な
ら
び
に
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照

表
・
財
産
目
録
承
認
の
件

【
第
三
号
議
案
】

平
成
二
十
四
年
度
商
業
部
会
・
工

業
部
会
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
青
年
部
・

女
性
部
　
特
別
会
計
事
業
報
告
書

な
ら
び
に
収
支
決
算
書
承
認
の
件

【
第
四
号
議
案
】

平
成
二
十
四
年
度
労
働
保
険
料

等
特
別
会
計
収
支
状
況
承
認
の
件

【
第
五
号
議
案
】

定
款
一
部
改
正
の
件

【
第
六
号
議
案
】

規
約
一
部
改
正
の
件

【
第
七
号
議
案
】

商
工
会
ア
ピ
ー
ル
並
び
に
組
織

率
向
上
対
策
推
進
事
業
の
件

【
第
八
号
議
案
】

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
書

な
ら
び
に
収
支
予
算
書（
案
）決
定

の
件

【
第
九
号
議
案
】
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十
五
年
度
商
業
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工

業
部
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サ
ー
ビ
ス
部
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・
青
年
部
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女
性
部
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別
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事
業
計
画
書

な
ら
び
に
収
支
予
算
書（
案
）決
定

の
件

【
第
十
号
議
案
】

平
成
二
十
五
年
度
借
入
金
残
高

の
最
高
限
度
額
な
ら
び
に
借
入
先

決
定
の
件

【
第
十
一
号
議
案
】

役
員
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
の

件
ま
た
、
第
十
一
号
議
案
の
役
員

辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
の
件
で
は

青
年
部
の
交
代
に
よ
り
中
村
栄
一

郎
さ
ん
、
橋
立
茂
樹
さ
ん
が
新
し

く
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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長

能
生
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区
長
連
絡
協
議
会
会
長

来
賓
ご
氏
名
（
敬
称
略
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青年部副部長
㈴はしだて

橋立　茂樹
青年部副部長
キタムラ設備

中村　栄一郎

新
し
く
理
事
に

　
　
　就
任

岡
村

　
　均

本
間

　政
一

加
藤

　政
栄

斉
藤

　
　孝

久
保
田
幸
利

猪
又

　史
博

畔
上

　次
男

池
田

　正
夫

◉全職員による定期巡回の実施(担当事業所設定)
◉経営革新事業の積極的導入
◉商業・工業・サービス業・青年部・女性部合同連携事業の実施
◉記帳継続指導・記帳機械化(ネットde記帳等)の推進
◉情報PR事業の推進(ホームページ・あけぼの・ニュースボード)
◉小企業経営改善資金並びに糸魚川市金融制度資金の推進と斡旋
◉商工貯蓄共済等共済制度の普及促進

◉行政・糸魚川市議会議員との懇談会の開催
◉特産品開発
◉地元消費促進運動の実施（市内共通商品券の利用促進）
◉新年祝賀会の開催
◉永年勤続従業員表彰の開催
◉健康診断・人間ドックの受診推進
◉事務受託団体事業との(受託11団体)連携

主なる事業計画

《経営改善普及事業》

反社会的勢力に対する基本方針

《地域総合振興事業》

会 長 髙鳥　正一
〔㈲髙鳥〕

日本経済は、新政権への期待感、
日銀の大規模な金融緩和の発表によ
り、円安、株価の上昇等、回復の兆
しが見えるものの、中小・小規模事業
者にとっては、依然厳しい状況が続き
ます。こうした中で、新潟県商工会連
合会では商工会の存在意義を高め、
組織基盤を盤石なものとするため、県
下商工会挙げて、5カ年事業計画とし
て「商工会アピール並びに組織率向上
対策推進事業」に取り組んで参りま
す。そして、商工会組織の充実強化、
財政基盤の強化に努め、地域に根ざ
した総合経済団体として、会員事業
者への支援、地域経済の活性化等
地域を支える事業を展開して参ります。
その一つとして、特産品の開発、ほ
かに、地域内で経済を循環させる目
的とした地元消費促進運動を、糸魚
川経済団体連絡協議会の一員として
進めて参ります。本年も重点方針項目
を中心として、糸魚川市当局のご支
援とご指導をいただき、糸魚川商工会
議所、青海町商工会をはじめとする
関係機関並びに会員皆様のご協力を
得ながら事業を実施して参ります。

【平成２５年度目標】 組織率66.1％　純増会員数3人

◆重点4事業の推進を可決 ◆H25.5.10㈮ PM3:00 ◆能生商工会ホール

第5回 能生商工会通常総会

商工会アピール並びに組織率向上対策推進事業の推進

会員満足度向上運動の展開・組織強化と財政基盤の充実・地域社会に貢献できる事業の推進

「変化に対応 風を読む」平成25年度基本方針

平成23年8月施行の新潟県暴力団排除
条例に基づき、「反社会的勢力に対する
基本方針」を県連合会及び県下103商工
会が上記の通り定めました。

　当会及び県下103商工会は、新潟県暴
力団排除条例の理念に則り、地域総合経
済団体としての社会的責任を自覚し、健全
な地域経済活動の発展に資するため、反
社会的勢力の要求に応じず、その介入を
許さないことを表明し、以下のとおり宣言
します。
1　反社会的勢力とは関係を持たず、取引
も行いません。
2　反社会的勢力への資金提供や便宜の
供与を行いません。
3　反社会的勢力による不当要求には応じ
ません。
4　反社会的勢力による被害を防止するた
め、新潟県警察、公益財団法人新潟県
暴力追放運動推進センターなどの関係
機関と連携し、組織的かつ適正に対応
します。

能生商工会 平成２５年度 地域貢献アピールプラン

地域目標
地域を良くするための課題

○交流いきいき産業の
　まちづくり

働きやすい労働環境づくり
活力ある商工業の振興
魅力ある観光の振興

○自主と協働のまちづくり

自主的・主体的なまちづくり

商工会中期計画
地域目標実現化のための
商工会サブミッション

交流人口の拡大推進

魅力ある観光の振興

組織率向上への取り組み

行政、市議会、地域住民との連携

将来の見える事業経営

人材育成の推進

地域事業所の経営体質強化

商工会短期計画
ミッションを達成するための事業

全会員事業所を全職員によ
る地域内巡回訪問の実施

専門講師派遣の推進

関連団体と各部会と連携した
研修会並びに懇談会の開催

組織の充実により自主財源の確立

行政、市議会議員、区長
会等との懇談会の実施

糸魚川ジオサイトを活用した
観光振興対策事業の推進

広報紙の充実 市民への配布

1人平均
40事業所

観光協会サービス
部会と連携

年間５事業所

事業数値目標

年間３回

年２回

年間2回

新会員３名純増

▲監査報告  井守 佳子 イモリ
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地域事業所の経営体質強化

商工会短期計画
ミッションを達成するための事業

全会員事業所を全職員によ
る地域内巡回訪問の実施

専門講師派遣の推進

関連団体と各部会と連携した
研修会並びに懇談会の開催

組織の充実により自主財源の確立

行政、市議会議員、区長
会等との懇談会の実施

糸魚川ジオサイトを活用した
観光振興対策事業の推進

広報紙の充実 市民への配布

1人平均
40事業所

観光協会サービス
部会と連携

年間５事業所

事業数値目標

年間３回

年２回

年間2回

新会員３名純増

▲監査報告  井守 佳子 イモリ
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▲視察研修

商業部会・工業部会・サービス部会の活動計画

地域の活性化に向けて
～視察研修・事業活性化研究会の設置～

平成25年度

商
業
部
会

工
業
部
会

サ
ー
ビ
ス
部
会

平成25年度は、部会事業活性化研究
会を設置し、新しい商業振興策を模索し
ていきたい。そして視察研修、講習会や、
弁天カード会への支援、奴奈川祭り歩行
者天国への協賛事業を行う予定です。

部会長
吉田 和夫
吉直書店

部会長
竹田　修
竹春館

部会長
大貫 慶一
㈱大貫板金工業

〔主なる事業〕
◉視察研修事業　◉講習会の開催
◉地域ふれあい事業
　（奴奈川祭り歩行者天国事業に協賛）

▲糸魚川の再生タイヤ工場を視察

"高品質と短納期の両立"最先端工場を視察
今年度の視察研修事業として、ホテル

や賃貸マンションなどの工期を通常の約
半分以下に短縮できる、重量鉄骨ユニッ
トシステムＳＳＵＴ工法（サット工法）の視察
を計画しています。また、共同事業として
「貯蓄共済推進」と「花火大会」を予定し
ています。

〔主なる事業〕
◉視察・研修事業
◉共同事業（貯蓄共済推進、花火大会他）

▲福井県越前町にて〔視察研修〕

更なる高みを目指して～魚醤油の完成へ～
平成25年度事業は「甘海老の魚醤
油」の完成と周知、海洋高校の「鮭の魚
醤油」との連携をメインに観光協会とのタ
イアップ。また部会合同で「貯蓄共済推
進」「花火大会」が予定されています。

〔主なる事業〕
◉各種講習講演会事業（食品衛生講習会等）
◉視察研修事業
◉特産品開発事業
◉観光ガイド、ジオパークの推進
◉クラフト展への協力

女性部

青年部　
四
月
二
日（
火
）竹
春

館
に
て
平
成
二
十
五
年

度
の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、新
部
長
に
齋
藤

浩
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。磯
貝
俊
英
前
部
長

は
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
が
、新
役
員
の
監
事

と
し
て
今
度
は
陰
か
ら

支
え
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
新
部
長
の
下
、今
年

度
も
様
々
な
事
業
に
取

り
組
み
有
意
義
な
青
年

部
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

今年も実施！ご期待ください
〔ジオヘリツアー〕8/31(土)

総会にて新部長挨拶〔竹春館〕

5

【
平
成
二
十
五
年
度
活
動
テ
ー
マ
】

深
め
よ
う
部
員
の
絆

広
め
よ
う
我
が
事
業
所

新
青
年
部
長
に

齋
藤
浩
さ
ん
就
任
㈲
対
岳
荘

齋藤　　浩
中村栄一郎
橋立　茂樹
渡辺　　清
齋藤　巧也
湯尾　勇人
利根川　学
磯貝　俊英
中村　淳一

㈲対岳荘
キタムラ設備
㈴はしだて
Ｙショップわたせ
山茶庵
湯尾建築
㈲利根川組
㈲磯貝鮮魚店
㈱魚正

◎部 長
○副 部 長
○ 　 〃 　
・常任委員
・　 〃 　
・　 〃 　
・　 〃 　
・監　　事
・　 〃 　

役 　 員

部長
齋藤　　浩
㈲対岳荘

通常総会
H25.4.2

　
四
月
二
十
六
日
藤
崎

シ
ー
サ
イ
ド
磯
貝
に
お
い

て
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
年
度
の
活

動
テ
ー
マ
を『
地
域
の
輪

を
広
げ
感
謝
の
中
で
活

動
し
よ
う
』と
決
め
、新

年
度
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。女
性
の
特
性

を
活
か
し
た
研
修
・
地
活

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
親
睦
事

業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
六
月
に
は
、〝
街
を
明

る
く
心
豊
か
に
〞と『
花

い
っ
ぱ
い
運
動
』を
実
施

し
全
部
員
へ
花
の
苗
を

配
布
し
ま
し
た
。ま
た
六

月
三
十
日
・
七
月
一
日
の

『
研
修
親
睦
旅
行
』で

は
、福
島
県
い
わ
き
市

久
之
浜
町
を
視
察
し
ま

す
。
震
災
後
、東
北
地

方
第
一
号
の
仮
設
商
店

街
の
浜
風
商
店
街
を
視

察
し
復
興
へ
の
取
り
組

み
を
研
修
す
る
予
定
で

す
。

総会で商工会女性部誓いの言葉を（4月26日）

地
域
の
輪
を
広
げ

感
謝
の
中
で
活
動
し
よ
う

部長
中嶋千代子
㈱ナカシマ

通常総会
H25.4.26

女性部では使用済みの古切
手、リングプル、ペットボトルの
キャップを収集し、社会福祉に
役立てております。古切手やリン
グプルは車イスに、ペットボトル
のキャップはワクチンになります。
ぜひあなたの思いやりをお寄

せください。

使用済み
●リングプル　●古切手
●ペットボトルのキャップ

集めて
　いまーす

！
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65号　昭和54年9月1日発行
青年部主催第1回ふるさと広場大盛況

17号　昭和58年9月5日発行
青色申宣言の町誕生!

22号　昭和59年12月1日発行
県下初!姉妹商工会提携（長野県川中島町）

26号　昭和61年2月1日発行
第1回ミスいきいき娘コンテスト開催

68号　平成9年2月23日発行
世界一の大うす完成

83号　平成17年1月30日発行
3月に市町合併 新糸魚川市誕生

92号　平成21年6月28日発行
総会制に移行 第1回通常総会開催

96号　平成23年7月10日発行
青年部 東日本大震災募金活動

33号　昭和62年10月10日発行
県下No.1 弁天太鼓到着

39号　平成元年4月2日発行
消費税実施を前に特別研修会開催

47号　平成3年4月7日発行
2大研修 経営者教室・平成勉強会

61号　平成6年9月18日発行
若手人材育成塾 あけぼの21誕生

7

能生商工会報は昭和53年8月1日に創刊して約35年、今回号で創刊100号を迎えました。100号を記念して今回は会員
さんや地域の皆さんや元職員、現職員よりエールやご意見等を寄せていただきました。また、時の動きがわかる表紙をピッ
クアップしてお届けします。これからも情報発信、親しまれる誌面づくりを目指してまいります。

創
刊
が
昭
和
五
十
三
年
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
以
来
、

毎
年
続
け
て
発
行
し
、
そ
し
て
今

回
百
号
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と

に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。
又
、
毎
回
、
能
生
地
域
全
世

帯
に
お
届
け
し
、
商
工
会
事
業
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
意
義

を
感
じ
ま
す
。

「
あ
け
ぼ
の
」の
発
行
が
、
更
な

る
商
工
会
事
業
の
充
実
と
地
域
の

発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

池
亀 

逸
男 

様
（
栄
）

先
日
あ
る
会
合
で
、
旧
糸
魚
川

市
に
住
ん
で
い
た
人
か
ら「
能
生

に
住
ん
で
み
た
か
っ
た
」そ
し
て

現
実
、
能
生
に
住
居
を
構
え
住
ん

で
み
た
結
果「
大
変
い
い
と
こ
ろ

で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」と
い
う

話
を
聞
き
感
激
し
ま
し
た
。

商
工
業
活
動
が
元
気
な
ら
、
町

全
体
が
活
気
づ
き
ま
す
。
そ
ん
な

街
な
ら
ば
、
き
っ
と
だ
れ
も
が
住

ん
で
み
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
今
後
の
商
工
会
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

池
田 
正
夫 
様

（
中
央
）

あ
け
ぼ
の
百
号
の
歴
史
は
自
身

の
能
生
在
住
生
活
と
重
な
り
感
慨

深
い
で
す
。
気
が
付
け
ば
過
疎
に

向
か
っ
て
い
る
能
生
、
商
工
会
環

境
も
社
会
形
態
も
変
化
し
ま
し

た
。
皆
が
楽
し
く
有
意
義
な
生
活

を
送
れ
る
様
に
、
次
世
代
へ
住
み

易
い
能
生
を
継
げ
る
為
に
、
お
返

し
の
人
生
を
送
り
度
い
。
あ
け
ぼ

の
は
、
会
員
、
住
民
の
要
望
・
意

見
等
、
交
互
通
行
の
場
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

井
守 

佳
子 

様

（
新
町
）

「
あ
け
ぼ
の
」創
刊
百
号
、
挫
折

す
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

誌
上
に
は
、
会
員
の
方
々
の
活

動
状
況
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
果
た
し
て
旧
能
生
町
の

み
な
さ
ん
は
隅
々
ま
で
読
ん
で
い

ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

あ
る
と
き〝
糸
魚
川
を
変
え
る
〞

と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
目
に
と

び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
購
買
力
の

低
下
を
プ
ラ
ス
ス
パ
イ
ラ
ル
の
方

向
へ
と
い
う
文
面
で
し
た
。
私
た

ち
も
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら〝
経

小
笠
原
郁
子 

様

（
西
小
町
）

「
何
も
し
な
け
れ
ば
、
三
十
年

後
糸
魚
川
市
は
人
口
三
万
二
千

人
。
確
実
に
消
滅
す
る
。」と
、
あ

る
講
演
会
で
言
わ
れ
た
。
だ
が
、

そ
う
は
さ
せ
ら
れ
な
い
。
事
業
者

と
の
距
離
の
一
番
近
い
商
工
会
が

取
組
む
経
営
支
援
、
地
域
再
生
、

産
業
創
造
。
そ
し
て
、
地
域
に
金

が
落
ち
る
仕
組
み
作
り
や
地
域
全

体
の
絵
を
描
く
事
が
出
来
る
こ
れ

か
ら
の
商
工
会
に
期
待
が
集
ま

る
。
経
済
に
裏
打
ち
さ
れ
た
地
域

起
こ
し
を
！

黒
石
　 

孝 

様

（
大
王
）

ま
ず
は「
あ
け
ぼ
の
」創
刊
百
号

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

小
嶋 

　
修 

様

（
駅
南
）

能
生
商
工
会
報〝
あ
け
ぼ
の
〞創

刊
百
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昭

和
五
十
三
年
八
月
に
第
一
号

発
刊
、
三
十
五
年
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。

取
材
も
大
変
で
あ
っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
会
員
等
の

活
躍
の
紹
介
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
発
刊
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

会
長
及
び
役
職
員
皆
様
方
が
一
致

団
結
し
て
、
商
工
会
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

齋
藤 

武
司 

様

（
柵
口
）

三
十
年
の
継
続
が
百
号
と
な
り

ま
し
た
。
歴
代
の
会
報
担
当
者
の

奮
闘
・
努
力
の
姿
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
報
は
住
民
の
皆

様
と
商
工
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な
機

関
紙
で
す
。
商
工
会
の
使
命
や
活

動
内
容
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
住
民
の
皆
様
方
の
声
を

商
工
会
活
動
に
生
か
し
、
子
供
た

ち
の
未
来
に
明
る
い
地
域
と
し
て

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
会
報
を

活
用
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

齋
藤
由
美
子 

様

（
須
川
）

会
報「
あ
け
ぼ
の
」創
刊
百
号

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
ペ
ー

ジ
の
記
事
に
写
真
が
多
く
、
た
く

さ
ん
の
人
の
顔
が
載
っ
て
い
る
の
が

と
て
も
素
敵
で
す
。「
能
生
に
エ
ー

ル
」や「
私
の
人
生
」も
能
生
に
生

き
る
、
能
生
に
か
か
わ
る〝
人
〞が

前
面
に
出
て
い
て
読
み
応
え
た
っ

ぷ
り
。
こ
れ
か
ら
も
人
が
主
役
の

紙
面
作
り
で
能
生
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 平

良
木 

啓 

様

（
横
町
勤
務
）

糸
魚
川
タ
イ
ム
ス

創
刊
百
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
編
集
の

方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
商
工

会
女
性
部
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た

の
も
、
そ
の
頃
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
多
く

の
方
々
と
の
良
き
出
会
い
と
知

識
、
沢
山
の
思
い
出
を
得
ま
し
た
。

会
報
誌「
あ
け
ぼ
の
」こ
れ
か
ら
も

よ
り
一
層
内
容
の
充
実
し
た
情
報

を
楽
し
み
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

高
鳥 

陽
子 

様

（
大
沢
）

能
生
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
、

普
段
中
々
知
る
事
の
少
な
い
地
域

の
情
報
が
満
載
の〝
あ
け
ぼ
の
〞

を
、
い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
職
員
の
方
々

の
ご
苦
労
で
迎
え
る
百
号
記
念
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
の

色
々
な
情
報
を
二
百
号
・
三
百
号

と
届
け
続
け
て
下
さ
い
。
今
後
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

橋
立 

茂
樹 

様
（
桂
）

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

継
続
は
力
な
り
と
い
う
言
葉
の

通
り
、
や
り
抜
く
事
は
素
晴
ら
し

い
事
で
す
。
初
刊
か
ら
能
生
町
商

工
会
会
報
と
し
て
会
員
の
皆
様
に

色
々
な
事
柄
を
お
伝
え
し
て
き
た

事
と
思
い
ま
す
。

政
治
の
動
き
か
ら
始
ま
り
各
種

補
助
金
、
金
利
の
動
向
、
労
働
問

題
、
各
種
保
険
、
職
員
の
動
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
等
々
、
そ

の
時
々
に
合
わ
せ
た
情
報
を
正
確

に
発
信
す
る
事
の
重
責
は
今
後
も

続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

今
後
も「
あ
け
ぼ
の
」に
期
待
す

る
事
は
、
地
域
密
着
を
一
番
の
課

題
と
し
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
で

正
確
な
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

済
・
雇
用
・
健
康
〞と
い
う
事
を
考

え
、
全
て
を
プ
ラ
ス
ス
パ
イ
ラ
ル

の
方
向
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に「
あ

け
ぼ
の
」は
時
を
詠
み
、
地
域
の
未

来
を
考
え「
死
に
体
」の
旧
能
生
町

を
、
み
ん
な
と
考
え
、
進
ん
で
い

く
礎
に
な
る
連
絡
誌
の
一
環
を
な

し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
あ
け
ぼ
の
」の
更
な
る
向
上
性
・

充
実
性
を
は
か
る
の
は「
今
で
し
ょ

う
」

能生商工会報

・  

・  

・  

・

・



65号　昭和54年9月1日発行
青年部主催第1回ふるさと広場大盛況

17号　昭和58年9月5日発行
青色申宣言の町誕生!

22号　昭和59年12月1日発行
県下初!姉妹商工会提携（長野県川中島町）

26号　昭和61年2月1日発行
第1回ミスいきいき娘コンテスト開催

68号　平成9年2月23日発行
世界一の大うす完成

83号　平成17年1月30日発行
3月に市町合併 新糸魚川市誕生

92号　平成21年6月28日発行
総会制に移行 第1回通常総会開催

96号　平成23年7月10日発行
青年部 東日本大震災募金活動

33号　昭和62年10月10日発行
県下No.1 弁天太鼓到着

39号　平成元年4月2日発行
消費税実施を前に特別研修会開催

47号　平成3年4月7日発行
2大研修 経営者教室・平成勉強会

61号　平成6年9月18日発行
若手人材育成塾 あけぼの21誕生

7

能生商工会報は昭和53年8月1日に創刊して約35年、今回号で創刊100号を迎えました。100号を記念して今回は会員
さんや地域の皆さんや元職員、現職員よりエールやご意見等を寄せていただきました。また、時の動きがわかる表紙をピッ
クアップしてお届けします。これからも情報発信、親しまれる誌面づくりを目指してまいります。

創
刊
が
昭
和
五
十
三
年
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
以
来
、

毎
年
続
け
て
発
行
し
、
そ
し
て
今

回
百
号
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と

に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。
又
、
毎
回
、
能
生
地
域
全
世

帯
に
お
届
け
し
、
商
工
会
事
業
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
意
義

を
感
じ
ま
す
。

「
あ
け
ぼ
の
」の
発
行
が
、
更
な

る
商
工
会
事
業
の
充
実
と
地
域
の

発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

池
亀 

逸
男 

様
（
栄
）

先
日
あ
る
会
合
で
、
旧
糸
魚
川

市
に
住
ん
で
い
た
人
か
ら「
能
生

に
住
ん
で
み
た
か
っ
た
」そ
し
て

現
実
、
能
生
に
住
居
を
構
え
住
ん

で
み
た
結
果「
大
変
い
い
と
こ
ろ

で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」と
い
う

話
を
聞
き
感
激
し
ま
し
た
。

商
工
業
活
動
が
元
気
な
ら
、
町

全
体
が
活
気
づ
き
ま
す
。
そ
ん
な

街
な
ら
ば
、
き
っ
と
だ
れ
も
が
住

ん
で
み
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
今
後
の
商
工
会
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

池
田 

正
夫 

様

（
中
央
）

あ
け
ぼ
の
百
号
の
歴
史
は
自
身

の
能
生
在
住
生
活
と
重
な
り
感
慨

深
い
で
す
。
気
が
付
け
ば
過
疎
に

向
か
っ
て
い
る
能
生
、
商
工
会
環

境
も
社
会
形
態
も
変
化
し
ま
し

た
。
皆
が
楽
し
く
有
意
義
な
生
活

を
送
れ
る
様
に
、
次
世
代
へ
住
み

易
い
能
生
を
継
げ
る
為
に
、
お
返

し
の
人
生
を
送
り
度
い
。
あ
け
ぼ

の
は
、
会
員
、
住
民
の
要
望
・
意

見
等
、
交
互
通
行
の
場
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

井
守 

佳
子 

様

（
新
町
）

「
あ
け
ぼ
の
」創
刊
百
号
、
挫
折

す
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

誌
上
に
は
、
会
員
の
方
々
の
活

動
状
況
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
果
た
し
て
旧
能
生
町
の

み
な
さ
ん
は
隅
々
ま
で
読
ん
で
い

ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

あ
る
と
き〝
糸
魚
川
を
変
え
る
〞

と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
目
に
と

び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
購
買
力
の

低
下
を
プ
ラ
ス
ス
パ
イ
ラ
ル
の
方

向
へ
と
い
う
文
面
で
し
た
。
私
た

ち
も
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら〝
経

小
笠
原
郁
子 

様

（
西
小
町
）

「
何
も
し
な
け
れ
ば
、
三
十
年

後
糸
魚
川
市
は
人
口
三
万
二
千

人
。
確
実
に
消
滅
す
る
。」と
、
あ

る
講
演
会
で
言
わ
れ
た
。
だ
が
、

そ
う
は
さ
せ
ら
れ
な
い
。
事
業
者

と
の
距
離
の
一
番
近
い
商
工
会
が

取
組
む
経
営
支
援
、
地
域
再
生
、

産
業
創
造
。
そ
し
て
、
地
域
に
金

が
落
ち
る
仕
組
み
作
り
や
地
域
全

体
の
絵
を
描
く
事
が
出
来
る
こ
れ

か
ら
の
商
工
会
に
期
待
が
集
ま

る
。
経
済
に
裏
打
ち
さ
れ
た
地
域

起
こ
し
を
！

黒
石
　 

孝 

様

（
大
王
）

ま
ず
は「
あ
け
ぼ
の
」創
刊
百
号

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

小
嶋 

　
修 

様

（
駅
南
）

能
生
商
工
会
報〝
あ
け
ぼ
の
〞創

刊
百
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昭

和
五
十
三
年
八
月
に
第
一
号

発
刊
、
三
十
五
年
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。

取
材
も
大
変
で
あ
っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
会
員
等
の

活
躍
の
紹
介
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
発
刊
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

会
長
及
び
役
職
員
皆
様
方
が
一
致

団
結
し
て
、
商
工
会
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

齋
藤 

武
司 
様

（
柵
口
）

三
十
年
の
継
続
が
百
号
と
な
り

ま
し
た
。
歴
代
の
会
報
担
当
者
の

奮
闘
・
努
力
の
姿
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
報
は
住
民
の
皆

様
と
商
工
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な
機

関
紙
で
す
。
商
工
会
の
使
命
や
活

動
内
容
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
住
民
の
皆
様
方
の
声
を

商
工
会
活
動
に
生
か
し
、
子
供
た

ち
の
未
来
に
明
る
い
地
域
と
し
て

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
会
報
を

活
用
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

齋
藤
由
美
子 

様

（
須
川
）

会
報「
あ
け
ぼ
の
」創
刊
百
号

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
ペ
ー

ジ
の
記
事
に
写
真
が
多
く
、
た
く

さ
ん
の
人
の
顔
が
載
っ
て
い
る
の
が

と
て
も
素
敵
で
す
。「
能
生
に
エ
ー

ル
」や「
私
の
人
生
」も
能
生
に
生

き
る
、
能
生
に
か
か
わ
る〝
人
〞が

前
面
に
出
て
い
て
読
み
応
え
た
っ

ぷ
り
。
こ
れ
か
ら
も
人
が
主
役
の

紙
面
作
り
で
能
生
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 平

良
木 

啓 

様

（
横
町
勤
務
）

糸
魚
川
タ
イ
ム
ス

創
刊
百
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
編
集
の

方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
商
工

会
女
性
部
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た

の
も
、
そ
の
頃
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
多
く

の
方
々
と
の
良
き
出
会
い
と
知

識
、
沢
山
の
思
い
出
を
得
ま
し
た
。

会
報
誌「
あ
け
ぼ
の
」こ
れ
か
ら
も

よ
り
一
層
内
容
の
充
実
し
た
情
報

を
楽
し
み
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

高
鳥 

陽
子 

様

（
大
沢
）

能
生
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
、

普
段
中
々
知
る
事
の
少
な
い
地
域

の
情
報
が
満
載
の〝
あ
け
ぼ
の
〞

を
、
い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
職
員
の
方
々

の
ご
苦
労
で
迎
え
る
百
号
記
念
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
の

色
々
な
情
報
を
二
百
号
・
三
百
号

と
届
け
続
け
て
下
さ
い
。
今
後
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

橋
立 

茂
樹 

様
（
桂
）

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

継
続
は
力
な
り
と
い
う
言
葉
の

通
り
、
や
り
抜
く
事
は
素
晴
ら
し

い
事
で
す
。
初
刊
か
ら
能
生
町
商

工
会
会
報
と
し
て
会
員
の
皆
様
に

色
々
な
事
柄
を
お
伝
え
し
て
き
た

事
と
思
い
ま
す
。

政
治
の
動
き
か
ら
始
ま
り
各
種

補
助
金
、
金
利
の
動
向
、
労
働
問

題
、
各
種
保
険
、
職
員
の
動
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
等
々
、
そ

の
時
々
に
合
わ
せ
た
情
報
を
正
確

に
発
信
す
る
事
の
重
責
は
今
後
も

続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

今
後
も「
あ
け
ぼ
の
」に
期
待
す

る
事
は
、
地
域
密
着
を
一
番
の
課

題
と
し
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
で

正
確
な
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

済
・
雇
用
・
健
康
〞と
い
う
事
を
考

え
、
全
て
を
プ
ラ
ス
ス
パ
イ
ラ
ル

の
方
向
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に「
あ

け
ぼ
の
」は
時
を
詠
み
、
地
域
の
未

来
を
考
え「
死
に
体
」の
旧
能
生
町

を
、
み
ん
な
と
考
え
、
進
ん
で
い

く
礎
に
な
る
連
絡
誌
の
一
環
を
な

し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
あ
け
ぼ
の
」の
更
な
る
向
上
性
・

充
実
性
を
は
か
る
の
は「
今
で
し
ょ

う
」

能生商工会報

・  

・  

・  

・

・
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役員改選
理

事

長

副

理

事

長

副

理

事

長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

藤
岡

　
　勉

加
藤

　和
男

大
貫

　慶
一

真
部

　義
春

橋
立

　清
和

増
野

　久
行

笹
川

　善
房

小
杉

　良
郎

小
竹

　孝
治

日
馬

　隆
行

伊
藤

　伸
二

丸
山

　
　茂

中
村

　
　浩

▲新緑の中天候にも恵まれ最高のスタート

▲箱玉送り ▲さすが職人さん！おてのもの！！

優勝 池田　洋さん
（池田左官工業）

【任期／平成２５年２月１０日～平成２７年２月９日】

第36回能生建設工業協同組合 大運動会 4月7日日 能生中体育館

組合員家族等１２４名参加

職人技全開 優勝は能生谷支部チーム

5月26日日 妙高カントリークラブ

第18回 建協理事長杯ゴルフ大会

くぎ打ち・角材のこ挽き・地区対抗玉入れリレー
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【任期／平成25年5月29日～平成27年5月28日】

糸
魚
川
市
観
光
協
会
能
生
支
部

霊
峰
権
現
岳
ジ
オ
サ
イ
ト
登
山（
6
／
15
〜
16
）

役
員
改
選

権
現
岳
折
り
返
し
コ
ー
ス
と
鉾
ケ
岳
縦
走
コ
ー
ス
に
四
十
五
名
が
参
加

▲登頂前山城屋にて ▲下山後のもちつき大会
《
夕
食
献
立
内
容
》

●
御
造
り（
鯛
、平
目
、真
鱈
、鮪
、イ
カ
、タ
コ
、ホ
タ
テ
貝
柱
）

●
汁
物（
鱈
汁
）

●
日
本
海
干
物（
ハ
タ
ハ
タ
、メ
ギ
ス
、幻
魚
）

●
御
食
事（
能
生
谷
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
〇
〇
%
の
笹
ず

し
、お
に
ぎ
り
）

●
山
菜
づ
く
し（
う
ど
、う
ど
ぶ
き
、わ
ら
び
、よ
し
な
、

ふ
き
、あ
ざ
み
、ぜ
ん
ま
い
、ね
ま
が
り
竹
）

●
天
麩
羅（
あ
ざ
み
、ナ
ス
、舞
茸
）

●
焼
き
物（
筍
グ
ラ
タ
ン
）

●
珍
味（
バ
イ
貝
）
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総会研修会「相続税増税に備えた事業継承対策」▲H24.9.18 10年前に埋めた「夢のタイムカプセル」掘起し風景

▲挨拶する、
　中村康司
　新支部長

～今年4月1日より
　　　  公益社団法人としてスタート～
支部長に中村康司さん〔能生運輸㈱〕を選出
　4月12日能生商工会において通常総会が開催され、新年
度事業計画の審議、並びに役員改選等が行われました。

（公社）糸魚川法人会能生支部

弁天カード会では、5月15日「食楽厨房あづま」において通常総
会を開催し、本年度もお客様感謝セールを行うことになりました。

その他、糸魚川市内共通商品券利用2倍ポイントセールを予定
しています。詳細は、今後、加盟店店頭、折込チラシ等でお
知らせいたします。

弁天カードってなに？Q
A 加盟店でお買い物のとき、お
買い上げ100円につき1ポイン
トをあなたのカードに発行しま
す。満点カードになるといろい
ろ特典が得られます。

満点カードってなに？Q
A 400ポイント貯まったカードを
「満点カード」と言います。加盟
店で満点カード1枚につき500
円のショッピングに、またお得
で楽しいイベントにも参加でき
ます。

特典、イベントってなに？Q
A 各加盟店独自の特典、お楽し
みサービスの他に全ての加盟
店で取り組む「楽しい、うれし
い、おいしい」の三拍子揃った
お得なイベントを行います。各
店頭のポスター、チラシにご期
待下さい。

カードをお持ちでない方は？Q
A 最寄りの加盟店にお申し付け
下さい。その場で新しい「弁天
カード」をお渡しします。

カードを忘れた時は？Q
A 新しいカードに印字してお渡し
するか、ポイント引換券または
スタンプを押したレシートをお
渡しします。次のご来店時に
カードと一緒にご持参下さい。
あなたのカードにポイントを発
行します。

カードをなくしたらどうなるの？Q
A 誠に残念ですが、再発行はで
きません。大切にお使い下さい。
カード裏面にお名前・電話番号
をご記入いただいていると戻っ
てくることもあります。（ぜひご
記入下さい）

あなたの生活、お買い物を応援します。

　能生ライオンズクラブとして結成２０周年を迎えた昨
年、１０周年記念事業として行った「夢のタイムカプセ
ル」を開封し６５０名の宛先に郵送しました。
　受け取った方々からの大きな反響により、２０周年記
念事業の１つとして再度「夢のタイムカプセル」を行いま
す。
　前回同様、６月１５日（土）能生海洋公園に埋設さ
れ、１０年後胸ときめかせて開封されます。

夢のタイムカプセル
を設置

結成20周年記念事業

能生ライオンズクラブ

We Serve

役
員
改
選

中村　康司
大貫　慶一
野本　修蔵
髙鳥　　睦
石井　一治
加藤　和男
利根川　学
笠原　雄一

能生運輸㈱
㈱大貫板金工業
㈱シンコーテック
㈱高鳥組
㈱玉屋
㈱加藤工務店
㈲利根川組
㈱笠原工務店

◎支 部 長
○副支部長
○ 　 〃 　
・幹   事
・　 〃 　
・　 〃 　
・　 〃 　
・監   事

弁天カード会

お客様感謝セールを実施

◉夏
◉秋
◉年末
◉春

サマーイベント
秋の大収穫祭
年末クリスマスイベント
オープニング10周年記念イベント

【任期／平成２５年4月1日～平成２７年3月31日】
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◆
今
月
十
三
日
に
、
気
温
三
十

七
度
を
超
え
る
、
観
測
史
上
最

も
早
い
猛
暑
日
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。

　
N
A
S
A
は
２
０
１
３
は
過

去
最
高
の
暑
さ
に
な
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、

熱
中
症
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
十
六
日
毎
年
恒
例
の
権
現
登

山（
P
8
参
照
）に
参
加
し
ま
し

た
。
二
回
目
の
挑
戦
で
す
。
こ

の
日
の
天
気
予
報
は
ハ
ズ
レ
、

小
雨
の
中
の
出
発
で
す
。
途
中

晴
れ
間
は
あ
り
ま
し
た
が
、
山

頂
で
は
一
面
乳
白
色
の
霧
の
景

色
で
、
こ
れ
も
ま
た
良
し
で
す
。

来
年
は
、
ど
ん
な
景
色
が
見
ら

れ
ま
す
か
楽
し
み
で
す
。

◆
す
で
に
新
規
学
卒
求
人
活
動

が
は
じ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
で
働
い
て
い
た
時
、
社

会
人
は
み
な
ク
ー
ル
ビ
ス
の
軽

地
元
企
業
の
発
展
、地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
、若
い
人
材
の
確
保
を

糸魚川市の融資制度糸魚川市の融資制度
☆☆低利な資金で円滑な企業経営を☆☆

　商工会では糸魚川市とタイアップし、企業経営の円滑化に向
けて様 な々事業資金の融資制度を斡旋しています。
　健全な企業経営を目指すためにも、低利な融資制度を有効
に活用されるようご案内します。

（平成25年4月1日）

中
小
企
業
振
興
資
金

地方産業育成資金

ジ オ パ ー ク
振 興 資 金
（設備資金）

景 気 対 策 緊 急
特 別 資 金

運 転 資 金

設 備 資 金

観光施設資金

高 度 化 事 業
関 連 特 別
設 備 資 金

国際規格（ISO）
取 得 資 金

商工業近代化
特別設備資金

・市内に住所又は事業所を有する者
・対象業種　鉱業、建設業、製造業、卸売業、
小売業、飲食店、宿泊業、運輸業、情報通信
業、サービス業

・市内に工場・事業所・店舗等を有し、６か月
以上の操業実績のある者

・旅館業法の許可を受けて、市内において旅
館業を経営しようとする者

・新潟県中小企業高度化資金等助成規則の
規定による貸付金の決定を受けた者

・市の誘致により市内に工場等を新設する者

・市内に工場・事業所・店舗等を有する者

・市内に住所又は事業所を有する者
・糸魚川ジオパークの資源を活用した商品又は
サービスを取扱ったり、糸魚川ジオパークの
PRを取り入れた事業活動を行う者

・市内に住所又は事業所を有する者
・最近３か月間の月平均売上高が過去３年間の
いずれかの年の同期と比較して3%以上減少
しているか、最近３か月間の月平均営業利益が
前年同期と比較して3%以上減少していること

設備導入に必要な本来の融資必要額に対する
利子相当分を補助します。

1,000万円以内

1,000万円以内

2,000万円以内

総事業費から高度化
資金及び事業にかか
る助成金を引いた額
5,000万円以内

所要資金の80%以内で
700万円以内

3,000万円以内

所要資金の70%以内で
商業

工業

1,000万円超
2,000万円以内
1,000万円超
3,000万円以内

700万円以内 1.60%

2.75%

2.15%

1.95%
2.15%
2.45%

責任共有対象外
責任共有対象
信用保証なし

2.05%
2.25%
2.55%

責任共有対象外
責任共有対象
信用保証なし

2.05%
2.25%
2.55%

責任共有対象外
責任共有対象
信用保証なし

1.50%
1.70%

責任共有対象外
責任共有対象

1.70%
1.90%
2.05%

責任共有対象外
責任共有対象
信用保証なし

運転 5年以内
（6か月以内）
設備 7年以内
（6か月以内）

運転 5年以内（1年以内）
設備 7年以内（1年以内）

8年以内
（1年以内）

20年以内
（3年以内）

5年以内
（1年以内）

10年以内
（1年以内）

7年以内
（1年以内）

8年以内
（1年以内）

制度名及び資金

中小企業向け資金
融　資　条　件 融　資　額 融資利率（年利） 融資期間（据置期間）

対象となる融資
●ジオパーク振興資金
●金融機関融資（2,000～5,000万円）（マイナス金利）

企業力パワーアップ
設備投資促進事業
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78指導員日記 

装
の
な
か
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
を
着
た
学
生
た
ち
が
暑
い
中
、

就
職
活
動
を
し
て
い
た
姿
を
よ

く
見
か
け
ま
し
た
。

　
う
れ
し
い
こ
と
に
、
市
内
高

校
の
来
春
卒
業
予
定
の
多
く
の

生
徒
が
地
元
で
の
就
職
を
希
望

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
事
業
所
の
皆
様
、

将
来
を
見
据
え
た
求
人
の
確
保
・
拡

大
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
日
程
と
し
て
は
、

六
月
二
十
日（
木
）

「
求
人
受
理
開
始
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票
を
受
理

七
月
一
日（
月
）

「
求
人
公
開
」

各
高
校
で
求
人
票
の
公
開

七
月
十
二
日（
金
）

「
高
卒
求
人
受
理
企
業
説
明
会
」

九
月
五
日（
木
）

「
推
薦
開
始
」　
と
な
り
ま
す
。

応
募
先
検
討
時
期（
七
月
中
旬
）

の
求
人
数
が
例
年
十
分
で
な
い

こ
と
か
ら
、
早
期
の
求
人
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
記
）

主催／糸魚川経済団体連絡協議会（糸魚川商工会議所、青海町商工会、能生商工会）

●1,000円の商品券を5枚（5,000円）購
入ごとに1枚応募券がもらえます。た
だし１回につき応募券20枚（10万円
分）までが限度です
●応募券にて応募すると抽選で1万円
分の共通商品券が毎回20本当たりま
す。ただし、お一人様の重複当選の限
度は５本以内とします

●応募は商品券販売所に設置されている
応募箱へ投入するか、糸魚川商工会議
所へ郵送してください（締切／当日消
印有効）
●抽選は締め切り後の翌月20日頃に行
います（第1回目は6月17日実施）

第2回応募期間
第3回応募期間
第4回応募期間
第5回応募期間
第6回応募期間

平成25年
平成25年
平成25年
平成25年
平成26年

7月 31日（水）
9月 30日（月）
11月 30日（土）
1月 31日（金）
3月 31日（月）

6月 1日（土）～
8月 1日（木）～
10月 1日（火）～
12月 1日（日）～
2月 1日（土）～

平成
26年

応募期間が過ぎた応募券は無効となりますのでご注意ください

第1回応募終了

　1万円が
毎回20本当たる！

全6回
共通
商品券

応募のしかた・応募券をもらうには？

地元消費応援キャンペーン
期間：平成25年3月～平成26年3月

この取扱店
ステッカーを表示
しているお店で
使えます

市内共通商
品券

なんと

能生地域の
商品券販売所
●能生商工会
●丸富物産
　（マリンドリーム能生内）

●シーサイド磯貝
　（藤崎）

世界ジオパーク認
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糸魚川市内
共通商品券
使えます

能
生
で
は
じ
め
て
の
葬
儀
式
場
と

し
て
、
今
年
、
三
月
十
七
日
に
オ
ー

プ
ン
。「
ご
家
庭
の
延
長
の
小
さ
な
式

場
と
し
て
ご
利
用
し
て
ほ
し
い
」と
代

表
者
の
木
村
さ
ん
は
言
う
。

木
村
さ
ん
は
実
務
経
験
三
十
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

葬
儀
式
場
の
施
設
は
大
変
綺
麗
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
能
生

地
域
の
住
民
が
家
の
近
く
で
お
別
れ

を
し
た
い
と
い
う
場
合
に
は
利
用
し

や
す
い
場
所
に
あ
る
。
葬
儀
の
他
に

法
要
に
も
利
用
で
き
る
と
の
こ
と
。

お
斎
、
お
菓
子
な
ど
は
地
元
事
業
者

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
故
人

や
遺
族
の
お
気
持
ち
を
表
わ
す
葬
儀

の
方
法
や
、
費
用
等
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
る
そ
う
で
す
。   （
山
崎
記
）

　
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
に

「
島
道
鉱
泉
の
水
」の
商
品
化
の
提
案

を
受
け
、「
水
を
通
じ
て
多
く
の
人
に

健
康
に
な
っ
て
欲
し
い
。」と
い
う
思

い
か
ら
一
念
発
起
。平
成
二
十
四
年

四
月
に
能
生
へ
戻
り
、五
月
に
株
式

会
社
ロ
ー
ド
を
設
立
し
た
。

　
現
在
は
大
正
十
二
年
か
ら
続
い
て

い
る
島
道
鉱
泉
を
引
継
ぎ
営
業
し
て

お
り
、市
内
外
か
ら
癒
し
を
求
め
て
通

う
お
客
様
も
多
い
。ま
た
、冬
季
閉
鎖

期
間（
十
二
月
〜
四
月
）で
も
自
宅
で

島
道
鉱
泉
の
お
湯
が
体
験
で
き
る
よ

う
、島
道
鉱
泉
の
水（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

五
〇
〇
㎖・
一
，〇
五
〇
円
。入
浴
五
回

分
）の
販
売
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　「
直
接
来
て
疲
れ
を
癒
し
て
欲
し

い
。」と
語
る
能
登
さ
ん
。整
体
や
オ

イ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ

た『
更
な
る
癒
し
空
間
』の
提
供
に
向

け
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

（
加
藤
記
）
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す
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生

能
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の
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装
の
な
か
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
を
着
た
学
生
た
ち
が
暑
い
中
、

就
職
活
動
を
し
て
い
た
姿
を
よ

く
見
か
け
ま
し
た
。

　
う
れ
し
い
こ
と
に
、
市
内
高

校
の
来
春
卒
業
予
定
の
多
く
の

生
徒
が
地
元
で
の
就
職
を
希
望

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
事
業
所
の
皆
様
、

将
来
を
見
据
え
た
求
人
の
確
保
・
拡

大
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
日
程
と
し
て
は
、

六
月
二
十
日（
木
）

「
求
人
受
理
開
始
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票
を
受
理

七
月
一
日（
月
）

「
求
人
公
開
」

各
高
校
で
求
人
票
の
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開

七
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十
二
日（
金
）

「
高
卒
求
人
受
理
企
業
説
明
会
」

九
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五
日（
木
）

「
推
薦
開
始
」　
と
な
り
ま
す
。

応
募
先
検
討
時
期（
七
月
中
旬
）

の
求
人
数
が
例
年
十
分
で
な
い

こ
と
か
ら
、
早
期
の
求
人
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
記
）

主催／糸魚川経済団体連絡協議会（糸魚川商工会議所、青海町商工会、能生商工会）

●1,000円の商品券を5枚（5,000円）購
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第3回応募期間
第4回応募期間
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全6回
共通
商品券

応募のしかた・応募券をもらうには？

地元消費応援キャンペーン
期間：平成25年3月～平成26年3月
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しているお店で
使えます

市内共通商
品券

なんと

能生地域の
商品券販売所
●能生商工会
●丸富物産
　（マリンドリーム能生内）

●シーサイド磯貝
　（藤崎）

世界ジオパーク認
定記念

糸魚川市内
共通商品券
使えます

能
生
で
は
じ
め
て
の
葬
儀
式
場
と

し
て
、
今
年
、
三
月
十
七
日
に
オ
ー

プ
ン
。「
ご
家
庭
の
延
長
の
小
さ
な
式

場
と
し
て
ご
利
用
し
て
ほ
し
い
」と
代

表
者
の
木
村
さ
ん
は
言
う
。

木
村
さ
ん
は
実
務
経
験
三
十
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

葬
儀
式
場
の
施
設
は
大
変
綺
麗
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
能
生

地
域
の
住
民
が
家
の
近
く
で
お
別
れ

を
し
た
い
と
い
う
場
合
に
は
利
用
し

や
す
い
場
所
に
あ
る
。
葬
儀
の
他
に

法
要
に
も
利
用
で
き
る
と
の
こ
と
。

お
斎
、
お
菓
子
な
ど
は
地
元
事
業
者

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
故
人

や
遺
族
の
お
気
持
ち
を
表
わ
す
葬
儀

の
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連
ね
、
又
中
学
入
学
当
時
は
絶
対

無
理
と
思
っ
て
い
た
町
内
中
学
校

対
抗
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手
に
B

チ
ー
ム
で
は
あ
る
が
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
私
の
人
生
に
と
っ

て
は
革
命
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。

『
そ
う
か
、人
生
始
め
は
下
手
で
も
、

さ
ぼ
ら
ず
ま
じ
め
に
継
続
す
れ
ば

必
ず
成
果
に
繋
が
る
』と
い
う
私
の

信
念
め
い
た
人
生
訓
と
な
り
、
故

郷
か
ら
の
大
き
な
教
え
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。
大
学
で
合
気
道
も
そ

の
精
神
で
や
り
結
局
二
段
に
な
っ

た
。　就職

は
当
時
流
通
革
命
を
旗
印

に
掲
げ
て
い
た
ス
ー
パ
ー
の
ダ
イ

エ
ー
に
入
り
、
縁
あ
っ
て
労
働
組

合
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
伸
び
盛

り
の
企
業
の
組
合
員
二
万
五
千
人

の
組
織
の
副
委
員
長
を
十
年
近
く

務
め
全
国
を
飛
び
回
っ
た
り
、
組

合
を
退
任
し
て
会
社
に
復
職
し
て

か
ら
は
売
上
高
二
兆
五
千
億
円
の

企
業
の
不
動
産
関
係
の
部
長
そ
し

て
副
本
部
長
と
し
て
、
全
国
を
歩

く
と
い
う
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、

何
と
か
職
務
を
全
う
で
き
た
の
も
、

全
て
中
学
時
代
の
故
郷
の
教
え
を

ベ
ー
ス
に
事
に
当
た
っ
た
か
ら
だ
、

と
思
っ
て
い
る
。

仕
事
で
行
き
詰
っ
た
局
面
を

打
開
し
て
く
れ
た
能
生
の
味

さ
て
話
は
変
わ
る
が
、
バ
ブ
ル

期
も
終
わ
り
、
経
営
戦
略
の
失
敗

も
あ
り
ダ
イ
エ
ー
も
大
き
く
経
営

が
傾
き
、
保
有
資
産
を
売
却
し
借

入
金
を
返
済
す
る
と
い
う
経
営
方

針
が
前
面
に
出
て
き
た
。
平
成
十

年
頃
私
は
グ
ル
ー
プ
が
銀
座
に
持

つ
二
つ
の
ビ
ル
を
二
百
五
十
億
円

く
ら
い
を
目
標
に
売
却
す
る
と
い

う
仕
事
の
責
任
者
に
な
っ
た（
㈱
ダ

イ
エ
ー
銀
座
ビ
ル
代
表
取
締
役
兼

任
）。
一
つ
の
ビ
ル
の
土
地
の
一
部

を
別
の
地
主
が
持
っ
て
お
り
、
そ

の
人
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
仕
事
は

前
に
進
ま
な
い
と
い
う
ス
キ
ー
ム

で
あ
っ
た
。

こ
の
人
は
な
か
な
か
心
を
開
い

て
く
れ
ず
交
渉
は
難
航
し
た
。
あ

る
時
こ
の
人
と
雑
談
で
、
高
校
時

代
に
能
生
で
臨
海
学
校
を
し
た
、

と
い
う
話
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で

私
は
至
急
実
家
近
く
の
ヤ
マ
フ
さ

能
生
中
で
の
体
験
か
ら
得
た
も
の

私
は
幼
い
時
は
非
力
で
大
変
な

ス
ポ
ー
ツ
劣
等
生
だ
っ
た
。
運
動

会
は
大
嫌
い
で「
オ
ラ
、
又
明
日

ゲ
ッ
ポ
だ
。
み
ん
な
の
前
で
し
ょ

う
し
い
な
」「
や
る
だ
け
や
り
な
さ

い
」こ
れ
が
毎
年
の
運
動
会
の
前
の

晩
の
私
と
母
の
会
話
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
私
を
少
し
で
も
鍛
え
た

い
と
思
っ
て
中
学
校
で
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
に
入
っ
た
。
一
年
生
の

時
は
、
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
も
何
を

し
て
も
ダ
ン
ト
ツ
の
ビ
リ
だ
っ
た
。

し
か
し
上
級
生
が
怖
い
人
で
も
そ

う
で
な
い
時
も
、
気
を
緩
め
ず
練

習
は
し
た
。
三
年
に
な
っ
た
あ
る

日
、
今
日
は
大
平
寺
一
周
の
マ
ラ

ソ
ン
だ
と
い
う
こ
と
で
部
の
皆
で

走
っ
た
。
私
の
順
位
が
グ
ン
と
上

が
っ
て
自
分
も
周
り
も
驚
い
た
。

結
局
私
は
中
三
の
時
に
は
ク
ラ

ブ
の
正
メ
ン
バ
ー
の
末
席
に
名
を

ん
に
連
絡
し
、
能
生
の
ワ
カ
メ
と

モ
ゾ
ク
を
会
社
に
送
っ
て
も
ら
い

そ
れ
を「
久
し
ぶ
り
に
能
生
の
味
を

ど
う
ぞ
」と
持
参
し
た
。
ホ
ー
と
い

う
表
情
を
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
交
渉

は
進
ん
だ
。
こ
の
銀
座
の
案
件
が

二
百
七
十
億
円
程（
数
字
は
当
時
マ

ス
コ
ミ
公
表
済
）で
全
て
終
わ
っ
た

時
、
部
下
が「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
岡
本
さ
ん
の
故
郷
の
ワ
カ
メ
と

モ
ゾ
ク
が
扉
を
開
い
て
く
れ
ま
し

た
ね
」と
話
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
私
に
と
っ
て
は『
能
生
』が

助
け
て
く
れ
た
銀
座
の
戦
で
あ
っ

た
。

私
に
と
っ
て
能
生
と
は

能
生
と
は
、
一
言
で
い
う
と
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
住
み
仕
事
を

し
た
が（
大
阪
・
福
岡
・
埼
玉
）、
能

生
の
海
や
山
や
弁
天
岩
や
白
山
神

社
が
、
仕
事
や
人
生
の
困
難
に
直

面
し
た
時
、
私
を
包
み
込
ん
で
く

岡 本 清 秋
（糸魚川市大字能生出身）

れ「
も
う
ひ
と
頑
張
り
し
て
み
ろ
、

く
じ
け
る
な
」と
語
り
か
け
励
ま
し

て
く
れ
る
そ
ん
な
存
在
で
あ
る
。

能
生
出
身
者
の
体
験
と

知
恵
の
活
用

仕
事
柄
四
十
七
都
道
府
県
を
全

て
歩
い
た
が
、
少
子
高
齢
化
や
首

都
圏
一
局
集
中
等
の
流
れ
は
ど
こ

で
も
感
ず
る
。
そ
ん
な
中
で
も
能

生
は
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
輝

き
続
け
て
欲
し
い
、
そ
れ
が
願
い

で
あ
る
。

能
生
出
身
者
で
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
し
た
人
が
全
国
に
散
っ
て
い

る
と
思
う
、
そ
し
て
そ
の
持
つ
体

験
や
人
脈
が
も
し
故
郷
の
た
め
に

な
る
な
ら
ば
一
肌
脱
い
で
も
い
い

と
い
う
人
が
殆
ど
と
思
う
。
そ
ん

な
人
達
を
掘
り
起
し
能
生
と
繋
げ
、

よ
り
活
性
化
の
た
め
に
何
か
役
立

て
ば
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

人生への基本姿勢を
教えてくれた

ふるさとふるさと
能  生NOU

プロフィール
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早く能生観光の顔に！
今春よりマリンドリーム能生に勤務しイ

ンフォメーションを担当。観光協会の能生
案内も兼務、観光の入口を任された。
武藤さんは、１年半前に新潟市より能生

に嫁いできたばかり。「今は、能生をもっと
知りたい、地元の人たちと関わりたい」と
目を輝かせて話す。現在、糸魚川市観光
大使ヒスイレディとしても活躍中。
観光案内と一口で言うが、実に幅広い。

ジオパークの知識は勿論、宿や道・食事処、
行事や特産品、糸魚川の穴場スポットの紹
介と…「まだまだ能生のことは未熟者。毎
日が勉強です」特に電話は顔が見えないだ
けに、丁寧に解り易くを心掛けている。お
客様からの「ありがとう。また顔見に来る
ね」が嬉しかったと。
「お客様との会話を大切に、一日も早く

『能生観光の顔』『マリンドリームの顔』にな
るよう精一杯頑張りたい」と、終始笑顔が
素敵で好印象。　　　　　　　　（ちか記）

㈱能生観光物産センター　
マリンドリーム能生 インフォメーション

武藤　洋子さん
糸魚川市大字能生

プロフィール

生年月日 S61.7.15
家　　族　夫、父、母、夫の妹
趣  味 スケボー(けがをしない程度に)
血 液 型 AB型

プ
ロ
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生
年
月
日 

昭
和
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年
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月
三
日
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豊
か
な
生
き
方

小
竹 

一
朗

 （
糸
魚
川
市
大
字
能
生
）

当
初
理
事
会
で
は
、全
戸

配
布
は
公
民
館
の
役
割
だ

と
難
色
を
示
し
て
い
た
も
の

で
す
。

そ
れ
が
三
十
五
年
間
で

百
号
継
続
で
き
た
の
も
、役
員
、会
員

事
業
所
、職
員
の
理
解
と
協
力
の
賜
物

と
感
無
量
で
す
。「
あ
け
ぼ
の
」が
商
工

会
と
共
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り一
筋
に
生
き
る

商
工
会
を
六
十
五
歳
で
定
年
退

職
。引
き
続
き
、経
営
・
労
務
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所
を
開
業
す
る
傍
ら
、能
生
地
域
区

長
連
絡
協
議
会
長
十
年
・
能
生
白
山

神
社
筆
頭
総
代
三
年
・
糸
魚
川
ジ
オ

パ
ー
ク
公
認
ガ
イ
ド
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
車

椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会（
矢
車
草
の

会
）糸
魚
川
支
部
設
立
、支
部
長
な
ど

一
貫
し
て
地
域
貢
献
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

き
ま
し
た
。平
成
二
十
年
十
一
月
二
日
に

は
、糸
魚
川
市
長
表
彰
を
受
賞
し
、感

激
し
ま
し
た
。

逆
境
を
乗
り
越
え
て

健
康
に
恵
ま
れ
順
風
満
帆
の
活
躍

で
し
た
が
、突
然
、逆
境
を
迎
え
ま
し

た
。平
成
十
八
年
十
月
に
長
女
・
泉

を
く
も
膜
下
出
血
で
亡
く
し（
享
年
四

十
六
）・
翌
年
六
月
に
は
妻
が
く
も
膜

下
出
血
で
入
院
。同
月
、私
も
人
間

ド
ッ
ク
で
食
道
ガ
ン
が
発
覚
し
、大
病
と

戦
い
な
が
ら
の
生
活
で
し
た
。　
　
　

お
陰
さ
ま
で
、名
医
と
医
療
の
急
速

な
進
歩
、そ
し
て
神
仏
の
ご
加
護
に
よ

り
、完
治
で
き
、現
在
は
定
期
検
査
を

し
な
が
ら
、体
力
快
復
に
努
め
て
お
り
、

皆
様
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

糸
魚
川
地
域
活
性
化
貢
献
で

新
会
社
設
立

平
成
二
十
四
年
九
月
一
日
に
新
会

社
㈱
エ
ム
コ
ミ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
社
長
・

野
本
幸
）を
糸
魚
川
市
能
生
に
設
立
、

私
は
専
務
取
締
役
に
就
任
。過
去
の
実

績
を
活
か
し
、商
工
会
に
協
力
し
な
が

ら
地
域
発
展
に
微
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
勲
章
受
賞
日
野
原
重
明
先
生

（
一
〇
一
歳
）の
金
言
に
学
ぶ

新
老
人
の
会
を
主
宰
し
て
い
る
日

野
原
先
生
の「
新
老
人
の
会
新
潟
支

部
」に
十
年
前
か
ら
加
入
し
て
お
り
、人

生
の
生
き
方
な
ど
学
ん
で
お
り
ま
す
。

「
人
間
は
み
な
、運
命
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
」の
金
言
に
な
ら
い
、私
も
平
成
二
十

六
年
四
月
の
八
十
歳
の
誕
生
日
を
契

機
に
新
た
な
る
人
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
自
分
史「
絆
」第
二
弾
を

編
集
中
。テ
ー
マ
は「
大
病
を
克
服
し
て

社
会
貢
献
に
生
き
る
」。三
百
ペ
ー
ジ
の

企
画
で
す
が
、完
成
を
楽
し
み
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
百
号
記
念
に
思
う

思
え
ば
、私
の
商
工
会
三
十
八
年

勤
務
は
、商
工
会
の
社
会
的
評
価
と
、

誇
り
高
い
商
工
業
者
の
育
成
が
大
き

な
目
標
で
あ
り
挑
戦
で
し
た
。そ
の
対

策
と
し
て
全
町
配
布
を
目
標
に「
あ
け

ぼ
の
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

マリンドリーム
能生観光案内

☎025（566）3456
☎025（566）2214

［43］

▲スタートを待つ参加者
　発着点のマリンドリーム能生　

グランフォンド糸魚川実行委員会

グランフォンド糸魚川2013
情
報
発
信
!

10/6日 開催ボランティアスタッ
フ

只今募集中！

　グランフォンド糸魚川2013では、只今ボランティアスタッフの募
集を行っています。当日の参加者の誘導、エイドステーションの
世話係又コース整備、施設標識の設置等事前の準備作業です。
ボランティアとして参加していただける場合は記念のTシャツ、昼
食代等を進呈します。ご協力いただける方はグランフォンド糸魚
川2013実行委員会℡080-1272-0896までご一報ください。

【募集定員】700名
【参 加 費】5,000円　
【コ ー ス】80Kｍ
               120Kｍ
※受付開始６月１７日（月）よ
りハガキにて受付。詳細
はHPにて

開催要領

む とう
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海上花火大会 海上花火大会 
能生ふるさと

弁天浜であなたの花火を打ち上げませんか

能生ふるさと海上花火大会実行委員会(能生商工会内)
TEL.025-566-2244

 

花火のお値段

円

円

円

円

円一口

第62回

　恒例の海上花火大会が８月10日(土)能生弁天浜におい
て開催されることになりました。
　只今、花火の寄付金を受付中です。ぜひ、あなたの花
火を打ち上げませんか。ご一報をお待ちしております。（７
月19日〆切り）
　なお、花火観覧用場所として一区画（約２M×３M）
4,000円にて受付しています。希望者は７月31日までにお申
込みください。（多数の場合抽選）
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事務局情報

結 婚 新 築
出産祝い 厄除け等
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事務局スタッフ
よろしくお願いします

糸魚川市能生（燕市出身）
山崎 耕司
経営支援室 室長代理
（経営指導員）

糸魚川市一の宮
近藤 和岳
経営支援室 主事
（記帳指導職員）

花火大会同日開催

奴奈川姫行列（出会いの儀・巫女の舞・稚児の舞）
太鼓・ミニうす・露店・芸能団体出演・フリーマーケット

能生事務所前 午後7時～

能生商店街
午前10時～

8月9日（金）

8月10日（土）
前夜祭（納涼盆踊り大会）

奴奈川祭り実行委員会

『奴奈川祭り』『奴奈川祭り』

平成

年度
25

8月10日（土）午後7時30分 能生弁天浜にて

平成25年4月1日就任

４月よりお世話になっておりま
す。前任地は新潟西商工会で、
出身は燕市です。地域の土地

勘も無く、何をやるにも他の職員に頼る毎日で、ご迷惑を
かけておりますが、早く皆様の力になれるよう精いっぱい
頑張りたいと思いますのでよろしくお願いします。

４月１日より能生商工会で勤務
させていただいております。以前
僅かではありますがこちらで勤務さ

せていただいていた事もあり、ご存知の方もいらっしゃるかもし
れません。
縁あって再度こちらにお世話になることになりました。
皆様から頼られる指導員を目指して頑張る所存ですので、

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

平成25年3月31日退職

（定年退職）

（人事交流で青海町商工会へ異動）

（雇用期間満了）

池亀  逸 男

梅澤  美香

小山  理 美

経営支援室室長
（経営指導員）

経営支援室主事
（記帳指導職員）

中小企業指導員

　お世話になりました　お世話になりました


